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日本銀行におけるBCPの枠組み

• 日本銀行＝指定公共機関
–銀行券の発行・通貨および金融の調節
–資金決済の円滑の確保・信用秩序の維持

• 業務継続態勢の構築
–脅威（災害等）の特定
–継続（早期に復旧）すべき業務の洗い出し
–情報収集・意思決定メカニズムの明確化
–経営資源の動員
–教育・訓練



新型インフルエンザの特徴とBCP

• 一般的なBCPを基に新型インフルエンザ
BCPを策定

• 地震等の災害と新型インフルエンザとの違い

–脅威が持続する時間軸

–脅威の影響先と影響するパターン

–脅威の拡がり



新型インフルエンザBCPの概要①

• 基本方針
–役職員およびその家族の人命尊重
–政府の支援態勢を踏まえ柔軟かつ機動的に対
応する

• 継続する業務の範囲
–基本的には地震等の災害発生時と変わらないも
のの、新型インフルエンザの特徴に応じた修正

–業務を計画的かつ段階的に縮小することによっ
て必要な業務の継続をむしろ確実にする



新型インフルエンザBCPの概要②

• 「新型インフルエンザ対策本部」の設置

• 経営資源の動員
–代替要員確保の重要性

–出勤方法の検討

–消耗品の調達・備蓄とインフラ整備

• 役職員の教育



今後の検討課題

• 社会的な相互依存関係を踏まえた点検

• 業務委託先との関係

• 感染リスクと業務リスクのバランス
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